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★	本書のロシア語タイトルは，“Формулы устной речи для повседневного 
общения” です。

★	CDには，対話例のロシア語のみが１回，自然な速さで収録されています。対
話文のAと Bで，黒色は男性パート，赤色は女性パートを表します。
（A：⇨男性パート　A：⇨女性パート）
★	ロシア語には，日本語にはない音があります。より自然なロシア語の発音を
身につけるためにも，付属のCDを用いた繰り返し学習が効果的です。

本書の付属 CD には，トラック名・CD タイトルなどのテキストデータは一切収録されてお
りません。パソコンで再生した場合に表示されるトラック名や CD タイトルは，弊社の管理
下にない外部のデータベースを参照しております。予めご了承ください。

【装丁】
平木 千草

【イラスト】
オガワ ナホ

【CD ナレーション】
アレクセイ・ラフーボ
須藤 アレキサンドラ
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Формулы устной речи для повседневного общения

「ネイティブのようにスラスラと言葉を操れるようになりたい」という思いは，ロシア

語学習者に限らず，外国語を学ぶ誰しもが抱く願いである。

　本書は，日常のひとコマで使われているロシア語表現をそれぞれ 3 つのパターンでもっ

て挙げ，短期間で自然なロシア語発話ができるように読者を導く。

ロシア語で自己紹介したり，挨拶するのはそう難しいことではない。難しいのは，相手

の問いや呼びかけに応え，アクティブに対応していくことである。もっと踏み込んで尋ね

たい時，言いづらいことを切り出したいとき，同意できないとき，言葉を濁したいとき，

感情を吐露したいとき−「その一言が言いたかった」と考える決めの「一言」を，本書

には多数載せた。

ロシア語では，相手によって呼びかけを変えるが（家族や友人などの親しい間柄，子供

に対しては Ты，それ以外では Вы を用いる），各表現の 3 番目のパターンには主に Ты で

呼びかけ合う間柄での表現を取り入れた。また，往々にして学習者にとってのつまずきの

石となる数詞を伴う表現は，別個に一章をもうけた。

　付録の CD を繰り返し聞き，ダイアログの形でフレーズを，シャドーイング練習などを

通して頭に入れることによって，まさにその場その場に合った「生のロシア語」が口をつ

いて出てくるようになるだろう。

　最後に，本書は，ロシア語通訳界の大御所，德永晴美先生の存在なくしては書き上げる

ことができなかったことをここに記しておきたい。本書のロシア語に付された精緻なフリ

ガナは德永先生の手によるものであり，発音・文法ミニマム以外にも数多くの助言をいた

だいた。どれだけ言葉を尽くそうとも，私たちの感謝の念を伝え切れない。

　また，要所でわかりやすい助言をくださった，ニージニー・ノヴゴロド国立言語大学の

助教授のナターリヤ・ピャートラソヴナ・ドミトレーンコ氏に，CD 収録のダイアログを

きれいな発音で吹き込んでくださった NHK 国際放送ロシア語アナウンサー・青山学院大

学講師のアレクセイ・ペトローヴィチ・ラフーボ氏に，企画から編集にわたってご尽力い

ただいた，横浜ロシア語教室の野口福美先生と，終始身軽に柔軟な措置を講じてくださっ

た（株）語研編集部の西山美穂氏にも，心よりお礼申し上げたい。　

　　　　2015年 11月　横浜にて

大山  麻稀子 ・ 須藤  アレキサンドラ
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Ⅰ-1   文字と発音

ロシア語の文字は全部で 33。 大文字と小文字の違いは大きさだけ（例外は А -а，Б -б，

Е -е  の 3 文字のみ）。 だいたい書かれたとおりに読まれる。

1  読める6文字

　　кто（ｸﾄォー）誰， там（ターﾑ）あそこ， мáма（マーマ）母親， кšта（キェータ）鮭
― 見たとおり а，е，к，м，о，т は，ローマ字と同じだ（е の音はちょっと違うが）。

2  見覚えがあるかもしれない12文字 

ローマ字と同じ形だが音が違ったり，数学などで使うギリシャ文字が用いられたり
している。

в  г  д  ё  л  н  п  р  с  у  ф  х
в ローマ字と同じ形だが音は v 。  вáс（あなたを）

г ギリシャ語のガンマ，つまりｇ。  газšта（新聞）

д ギリシャ語のデルタ，つまり d。  дом（家，建物）

ё е の変形，音は yo。この音は力点を伴う。  её （彼女の；彼女を）

л ギリシャ語のラムダ，つまり l。  гол（ゴール）

н 音は n。  нóта（音符），лунá（〔天体の〕月）

п 円周率でお馴染みのギリシャ語のパイ，つまり p。  пáпа（パパ）

р 音は r。  парк（公園）

с 音は s。  суп（スープ）

у 音は u。  сóус（ソース）

ф ギリシャ語のファイ，つまり f。  кóфе（コーヒー）

х 音は kh。  хор（コーラス）

Ⅰ．文字・発音とフリガナー付属CDを効果的に使うために
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xi

3  ご縁のなかった15文字

б  ж  з  и  й  ц  ч  ш  щ  ъ  ы  ь  э  ю  я
б bの音にあたる。  банáн（バナナ）

ж zh，強い摩擦音（ Ⅰ-4  3 で詳述）。  журнáл（雑誌）

з zの音にあたる。  зоопáрк（動物園）

и iにあたる。  винó（ワイン）

й
音はイに近いが，必ず母音のあとについて二重母音のような音節（「アｨ，オｨ」な

ど）を作るので，子音扱いだが半母音と呼ばれる。  музšй（博物館）

ц tsの音。  центр（中心）

ч ch（ち）の音。  чай（お茶）

ш shの強い摩擦音で，上の ж の無声音。  Мáша（マーシャ〔女性の名前の愛称〕）

щ shshの音。  борщ（ボルシチ〔スープの一種〕）

ъ 硬音記号。音を分離する記号（後述）。  субъšкт（サブジェクト〔主体〕）

ы 「イ」の口構えで「ウ」と発音する母音（後述）。  мÿзыка（音楽）

ь 軟音記号。音を「軟らかく」する記号（後述）。  Крšмль（クレムリン）

э ローマ字の e （エンピツの「エ」）にあたる。  ³кспорт（輸出）

ю yuの音。  ªрий（ユーリイ〔男性の名前〕）

я yaの音。  я（僕 /私），Земл¿（〔惑星としての〕地球）

Ⅰ-2   発音の特徴

1  力点（アクセント）

ロシア語の単語は力点（アクセント）を中心に発音される。 力点のある母音は強く，
長くはっきり発音される。 力点がない母音は弱く，短く発音されるので，一般的には
その母音の特徴があいまいになり，ものによっては変質する。 これを「母音の弱化」
と呼ぶ。「母音の弱化」の規則のうち，特に気をつけるのは о だ。力点のある о は，はっ
きり発音される。 その際，最初に唇が前に突き出され（すぼんで），小さな "ｩ" の音が
先行して発せられるため，多くの場合は "ｩオー" のように発音される。

тóже（トｩオージｪ）～もまた。
　（本編のルビでは "ｩオー" を単に "オー" と表記することもある→ "トージｪ" 。）
　力点の直前にある о は弱い а として発音され，それ以外の力点のない о も，о と а 

の中間の音 [ə] となる。
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xii

 он（ｩオーﾇ；特に強調しないときは "オーﾇ" ）彼，онá（アナー）彼女，онŒ（アニー）彼ら，
СпасŒбо.（ｽパｽイーバ）ありがとうございます，водá（ヴァダー） 水，молокó（マ

ラコー）ミルク。 ※フリガナの "ら" と "ラ" の違いは後述。

　そのほかの「母音の弱化」の注意点 ― 力点のない е は и のように，そして力点の
ない я は語末では "а"（ｱ）に近く，そして語末以外（語頭や語中）ではほぼ "и"  （ｲ） と
発音される。

 Япóния（ｲプｫーニｧ）日本。
　ただし，語末ではｲプｫーニｬ

—
という発音（フリガナ表記）もあり得る。

注）以下では，便宜上，同一単語や発音の反復例示があり得る。

2  いわゆる「硬い音，軟らかい音」

　母音の「イ」および短い「ｲ」の要素を伴う音を「軟らかい」つまり軟音と呼び，そう
でない対応音を硬音という。 たとえば「ナ」は硬い音，「ニャ」は対応の軟らかい音と
される。 母音は硬軟 5 対ある。

硬母音 а， ы， у， э， о сáхар，  мы，  ÿтро，  ³кспорт，  он

軟母音 я， и， ю， е， ё пять，  ªрий，  Елšна，  Пётр

ー 硬母音 ー ー 軟母音 ー

сáхар（サーハる） 砂糖 пять（ﾋ ヤ゚ーﾁ） 数字の 5

мы（ムｩｨ） われわれ Œмпорт（イーﾑパるﾄ） 輸入
ÿтро（ウーﾄら） 朝 ªрий（ユーりｨ） ユーリー*

³кспорт（エーｸｽパるﾄ） 輸出 Елšна（イリｴーナ） エレーナ
он（オーﾇ） 彼 Пётр（ピョーﾄる） ピョートル

*ユーリーから以下は人の名。

3  軟子音

　子音にも硬子音と軟子音の違いがある。 つまり пáпа（パーパ） のときの п は硬い音
だが，пять （ﾋ ヤ゚ーﾁ） のときの п は軟らかい音である。 要するに，軟らかい音とは「小
さな ｲ を伴う音」と考えよう。 "ｲ"   が無いなら硬音だ。
　子音と軟母音の組み合わせでは特に力点のある š（ｨエ）に気をつけよう（ルビでは完

全な表記には無理がある）。
 Елšна（イリｴーナ） エレーナ（女性の名前），   Алексšй （アリｨｸｽｨｪーｨ）アレクセイ
（男性の名前），пšчка（ﾋ ｪ゚ーちカ） ペチカ（暖炉），мšсто（ﾐｪーｽタ）場所。
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　次に，私たち日本人が出しにくい音もある。 たとえば т と д の軟らかい音（後述

Ⅰ-4 2 参照）― д¿дя（ヂャーヂｬ）叔父， текст（チェーｸｽﾄｩ）テキスト， тŒхо
（チーハ）静か，одŒн（アヂーﾇ）数字の 1，тётя（ﾁｮーチｬ）叔母。

子音に軟音記号 ь （小さな "ｲ" ）がついた音も，ふつう日本語にはないので，練習し
なければならない― здесь（ｽ ヂ゙ェーｽｨ）ここ，пять（ﾋ ヤ゚ーﾁ）数字の 5，семь（ｽ

ｨエーﾐ）数字の 7，дšсять（ﾁ エ゙ースｨﾁ）数字の10，иºнь（イユーﾆ）6 月，Тать¿на（タ

ﾁヤーナ）タチヤーナ（女性の名前），письмó（ピｨｽｨモー）手紙，словáрь（ｽラヴァーり）
辞書，соль（スｫーリ）塩。

4  無声化・有声化

　日本語でも「雨傘」と「傘」では発音が「アマガサ」「カサ」のように "カ" の音が変
化する（有声子音→無声子音）。 ロシア語でも類似の現象がある。 ひとつは，子音の無
声化である。 有声子音と無声子音は次のように対応する。

有声子音 б д г в з ж
無声子音 п т к ф с ш

　子音の無声化というのは「対応する無声子音をもつ有声子音（濁音）は，語末および
無声子音の前では必ず対応の無声子音（清音）の音になる」という規則だ。

 хлеб（ふリェーﾌ ）゚パン，обšд（ァﾋ ｴ゙ーﾄ）昼食，друг（ﾄ る゙ーｸ）親友，газ（ガーｽ）ガス，
вóдка（ヴｫーﾄカ）ウォトカ，пирожкŒ（ピらｼキー）ピロシキ，автóбус（アﾌﾄーﾌ ｽ゙） 

バス，Достоšвский（ダｽタｨエーﾌｽキｨ）ドストエフスキー。
　軟音記号は文字ではあるが，その前の子音が軟音であることを示す一種の記号にす
ぎず，固有の音をもっていない。 そこでこれが語末にあっても同じことが起こる。

óбувь（オーブｩﾌｨ）履き物， тетрáдь（チﾄらーﾁ）ノート， дождь（ドーｼﾁ）雨，
Обь（オーﾋ ）゚オビ（シベリアの大河），князь（ｸニャーｽｨ） 大公。

※無声化に似た逆の現象（有声化）も起こる。 無声子音 к，т ，с が濁音（вを除く）
の前で対応の有声子音 г，д ，з の音になるなどだ。

вокзáл（ヴァｸ ザ゙ール）ターミナル駅，сдáча（ｽ ダ゙ーちャ）おつり，ТбилŒси（ﾄ ビ゙

リースィ）トビリシ（グルジアの首都名）。
　ただし в の前ではこの現象は起こらない。

Москвá（マｽｸｳ ァ゙ー），твой（ﾄヴｫーｨ）君の，До свидáния（ダ
)

ｽヴｨダーニャ）さ
ようなら。
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Ⅰ-3   母音と子音についての補足

1  母音の発音

と 　　оの色々な音（力点のあるо，аと発音するо，あいまい音のо）を区別すること。

он（オーﾇ）彼， окнó（アｸノー）窓， хорошó（ハらシｩオー）  良い， Росси¿（らｽ

イーャ） ― （Ⅰ-2 1 参照）。
　уは日本語の「ウ」のようなあいまいな音ではなく，力点のないときも口をとがらせ
てはっきり発音する。

ÿтро（ウーﾄら）朝，тудá（ﾄｩダー）あちらへ。

　 ， ， 　　似た音だが，е と э は対応する軟・硬母音，ё の音は 「ｨオー；ヨー」 で
必ず力点がある（だから ё の上には力点記号は書かない。 また，ロシアの印刷物では通常 ё 

は е と表記されるので要注意）。
Алексšй（アリｸｼエーｨ）  アレクセイ（男性の名前），газšта（ガズｨエータ），пšчка（ﾋﾟ

エーﾁカ），Алёша（アリヨーｼｧ）アリョーシャ（Алексšй の愛称），её（イヨー） 彼女
の，экскÿрсия（エｸｽクｩーるｽｨｧ）観光・見学。

　 と 　　МŒша（ミーｼｧ）ミーシャ（男性の名前 MиxaŒл の愛称）， инженšр（イン
ジｩｨニェーる）技師。 й は「イ」のような音だが，必ず母音のあとについて二重母音の
ような音になるので，半母音と呼ばれる。

Николáй（ニカラーｨ）ニコライ（男性の名前），чай（ちﾔｨ）お茶，музšй（ﾑｩｽ ｨ゙エーｨ）
博物館。

　　「イ」の口構えで「ウ」を発音するような母音（詳しくは後述）。
сын（ｽｩｨヌ），мы（ムｩｨ），вы（ヴｩｨ）あなた，чет²ре（ちトｩｨーりｪ）数字の 4。

2  子音の発音

と 　　対応する有・無声子音。  з は [dz] にならないように注意。
зóнт（ｽ オ゙ーﾇﾄ）傘，газšта（ガｽ ｨ゙エータ）新聞，спасŒбо（ｽパｽイーバ）ありがと
うございます。

　　n にあたる音。
наш（ナーｼ）私たちの，здáние（ｽ ダ゙ーニｨｪ）建物。

нが語末に来たときには特に注意。 日本語の鼻音「ン」よりも「ヌ」の音になる。
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вагóн（ヴｧｸ オ゙ーﾇ）ワゴン，Пÿшкин（プｩーｼキﾇ），プーシキン（男性の姓），
сын（スｩｨﾇ）息子。

　　のどの奥から出す強い音。
хор（ホーる）コーラス，сáхар（サーハる）  砂糖。

　唇をすぼめないので，日本語の「ふ」とは違う。 本書では "ふ" とルビを便宜上振る
ことがあるが，実際には，唇を横に引いて強く息を吐く «ク» の音に近い。 練習では
力強く « k » を発音する要領で « kh – ふ » と言ってみよう。

　　これは硬音記号と呼ばれる。 実際には音を持っていないで，音と音を区切る
分離記号として用いられる。

съёмка（ｽ・ｨヨームカ）  撮影，субъšкт（ｽウﾌ ・゙ｨエーｸﾄ）  サブジェクト（主体），
съесть（ｽ・ｨエーｽﾁ）  食べ尽くす。

　なお，ь やなじみの薄い音のグループ ж，ш，щ については Ⅰ-4  で記す。

Ⅰ-4   日本人のための発音のコツ

1  「“ l ”の発音は日本人の国民病だ」と言われるが ･･･

　英語の "l" の発音は日本人の国民病だと言われるが，ロシア語の "л" も日本人の
ウイークポイントだ。 が，苦手な "л" の発音を克服するには処方箋がある ― 。

❶上下の歯を口内から外へ押し出そうとするところを想像し，その際に л-л-л-л
と発音してみる。

❷上歯と下歯で舌先を軽く噛んだままで л を発音する。
❸舌の先端部を下歯に押しつけたまま言ってみる： ла-лал-ла. （ラ—ラァル—ラ）。
д，т，з，с （ドｩ，トｩ，ズ，ス）と ц （ツ）の発音要領も同じだ。 発音に際しては（特に

日本語を母語とする人には）舌先を下歯に押し当てることが推奨されている。 これは軟
音 ль，дь，зь，сь （リ，ヂ，ｽ ｨ゙，ｽｨ）にも適用できる。

2  т ，д ，з , с の軟子音 ть ，дь ，зь , сь を出すには

　下歯の付け根，歯茎のところへ舌の先端を置いて，つけたままで舌の残りの部分を
上下の歯の裏側全部に押しつけてみる。 そうして т，т，т，д，д，д の音を出してみる。
次に，舌先をそのままにして，少し唇を引いて（ "スマイル" ） ть（チｨ），ть，дь（ヂｨ），дь 
と言ってみる。 重要なのは上記の舌先の位置だ。
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　さらに，дь とは異なる зь（ｽ ｨ゙） について。 З [z] という音は舌の先端を舌の歯の付け
根にあてて，舌全体をなるべく平らにするような気持ちでズーと連続的に出せれば，ひ
とまず正しい。 そのまま唇をスマイル形に横に引いて зь（ｽ ｨ゙） と言う。「ｨ」は短く付
け加える程度だ。 それにやや長い「ィ」を加えれば зи（ｽ ィ゙） の音になる（両者の違いの

ルビ表記は微妙で相対的なので要注意）。
対応の無声子音 сь（ｽｨ） と си（ｽィ） も同じ要領で出す。

3  ж ，ш ，щ の音を出すには

　ж を出すには，舌の先端を上に向けて浮かし（どこにも密着させないで），舌の中央部
を下げ，後部を上げ，息を強く出す（ジ）。 コツは，上アゴのほうに向けた舌先をどこに
も接触させないこと。 唇は日本語の「オ」の発音のときのように丸くなるが，とがって
はならない。 ж は有声子音（濁音）で，対照的な無声子音（清音）は ш（シ） だ。 гжо，
гжу，óжó の組み合わせで練習するとよい。ш は кшу，кшо，ÿшÿ，óшó でコツを

つかもう。
　これに対し щ は，「シー，静かに！」の「シー」を力強く出した音に似ている。

4  « ы » の発音のコツ

ты（君），мы（私たち）の « ы » のを出すには，利き手の親指を唇に対して水平に「ヘ
の字」に折り曲げて，その「への字親指」を口中へ深く突き込み，それを軽く上下の歯
で噛んで「イ」の音を出す。 通常の「イ」ではなくて，「ｩｨ」の音が出るだろう。 この
とき，笑顔のように唇を「横に引く」とよい。

なお，文字では жи /ши と綴られているところの実際の発音は «жы（ジｩｨ）/шы（シ

ｩｨ） » となる *。
*詳しく言うと，ж /ш は硬子音であり，その後に軟母音の
и は発音出来ない。 そこで硬母音の ы が発音されるこ
とになる。 これは綴りと音が一致しない希な例だ。
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Ⅰ-5   フリガナの目安

1  フリガナ（ルビ）に頼る前に

要注意！ 文字を頼りに音を出そうとするのは間違いだ。 そもそも音や発言を記録
するために文字が出来た。 始めに音ありきだ。 だから本書による学習では，あくまで
CD に吹き込まれた音声を優先させよう。 先ずは聴いてみる。 そして必要な際に，フ
リガナ（ルビ）で音を確かめる，という大原則を堅持しよう。 フリガナはあくまで近似
値的である。 とは言え，「ビヨウイン」と「ビョウイン」は違うものを意味する。 前
者は「美容院」，後者は「病院」。 このように一定の機能は果たしえるものの，ルビに過
剰な期待は禁物と心がけよう。

2  文字・音とそのフリガナ（ルビ）の例示

л ル，лу ルｩ，ль リ。（カタカナでルビを振る）
р る，ру るｩ，рь り。（平仮名で巻き舌のルビを振る）
жи ジｩｨ，жа ジｧ，жу ジｩ，жё = жó ジｩオー。
ди ヂｨ，д¿（力点があるとき） ヂｬー，（力点がない дя はヂｨ，語末ではヂｬ）。
зи ズｨ，з¿（力点があるとき） ズｬー，（力点がない зя はｽ ｨ゙，語末ではズｬ），си スｨ，с¿ ス
ｬー，（力点がない ся はｽｨ，語末ではスｬ）。
ти チｨ，ть チ，т¿ チｬー，（力点がない тя はチｨ，語末ではチｬ）。
ч ち，чи ちｨ，чá ちｬー，（力点がない ча は "ちｨ" ，語末では "ちｬ" ）。
ф ﾌ，фа ﾌｧ，фи ﾌｨ，фу ﾌｩ，фš ﾌｨエー， фó ﾌｫー。
х ふ，ха ハ，хи ヒｨ，ху ふｩ， хó ホー，их イふ（фу と区別するため一部で平仮名を用

いる。 特に х〔kh〕 の音を強調するために〔ふ〕 を使う）。
ш ｼ，шáｼｧー，ши ｼｩｨ，шу ｼｩ，шšｼェー，шó ｼｩオー。
щし，ща しャ，щи しィ，щу しュ。
ы ｩｨ。  この音は一瞬に発音されるので音引き（ｩｨー）はあり得ないのだが，この音
に力点がある場合は毎回ではないが，必要に応じて "ｩｨー" と記す。

※本書ではこれらのルビは，個々の音の位置する前後関係によっ
て全角と半角が入れ替わる場合もある。  ся 「ｽヤ」⇄「スｬ」
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3  特別の読み方をする子音

❶ тс，дс はそれぞれ ц と発音する。
❷ класс，троллšйбус，граммáтика，грÿппа などの単語の同じ 2 文字連続は，

一つの音として発音する ― с，л，м，п。
❸ сегóдня，егó，когó，моегó，молодóго，весёлого の г は в（ヴ） と発音する。
❹ что，чтóбы，конšчно の ч は "ち" ではなくて ш（ｼ） と発音する。
❺ счáстье の сч の発音は щ（し）。
❻動詞二人称（ты） の変化語尾（читаешь なら шь） の шь は ш と発音される。
❼ здравствуй，чÿвствовать，прáздник，пóздно の в や д は発音されない。
❽ легкó，лёгкий の г は х（ふ） と発音する。
❾ извšстный のように стн の子音結合では т の音を省いて сн と発音する＝

"извšсный（イｽ ヴ゙ィエーｽヌィ）"  の発音になる。
❿ в гÃроде，в шкÃле，на урóке，о дÃме など前置詞と単語の組み合わせの場

合は通常，前置詞とその次にくる語彙の語頭の音（ないしは音節）を続けて発音
する。 フリガナでは連続を示す下線を引いておく。 ヴ ͡ゴーらヂｪ，フ ͡ｼコーリｪ， 

ナ ͡ウろーキｪ，ア ͡ドーミｪ。
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Ⅱ．文法の初歩ミニマム

Ⅱ -1   人称代名詞・名詞の性

1  人称代名詞

単数 複数

一人称 я 私，僕，俺 мы 私たち

二人称 ты 君，お前，あんた * вы
君たち，あなた方，皆さん
あなた（貴方，貴女）**

三人称
он
онá
он�

彼，それ ***
彼女，それ ***
それ

он� 彼ら，それら ***

*ひとりの話し相手（二人称単数）が家族や友人など親しい間柄なら ты を，
** 丁寧に言うときはひとりの話し相手に вы を使う。 その際でも，вы は文法上，常

に複数として扱われる。
*** 三人称の人称代名詞は，人や動物だけでなく，品物や物体，概念などを指すときに

も用いるので要注意。 Это красŒвая картŒна. Онá мне нрáвится.［これは美
しい絵です。 彼女（＝それ）は私の気に入っています＝私は彼女（＝それ）が好き
です。］　＊картŒна（絵） は女性名詞単数形＝онá。

2  名詞の「性別」

　名詞は末尾の形から男性・女性・中性の 3 つに分かれる。

性 最後の文字 単数の単語の例 代名詞

男性

子音 студšнт，журнáл

он- й чай，музšй

- ь словáрь*，преподавáтель

女性

- а студšнтка，газšта

она- я семь¿，Япóния

- ь тетрáдь*，мать

中性
- о окнó，письмó**

оно
- е мóре，воскресšнье

* ьで終わる名詞は多くはないが，男性か女性かは個別に覚える必要がある。
** Œмя（名前）， врšмя（時間） など語末が -мя で終わる中性名詞もあるが，数は十個

しかない。
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Ⅱ-2   形容詞・形容詞的代名詞

　形容詞と同様に所有代名詞，指示代名詞なども名詞を修飾（形容）する機能をもって
いるので，形容詞的代名詞と呼ぶ。 これらはすべて修飾する名詞の性と数に合わせて
形が変わる。

вкÿсный хорóший ³тот мой

男性 вкÿсный суп хорóший с²н ³тот дом мой отšц

女性 вкÿсная водá хорóшая вóдка ³та кнŒга мо¿ мать

中性 вкÿсное винó хорóшее молокó ³то письмó моё мšсто

※複数形には性の区別がなく，同一のものが用いられる ―  вкÿсные， хорóшие，
³ти，моŒ。

³ти моŒ хорóшие студšнты и студšнтки＝  これらの私の良き男子学生達と
女子学生達

Ⅱ-3   格変化とは

ロシア語の名詞や形容詞は文中の役割に応じて変化する。 これを格変化という。 例
文を見てみよう。

Это профšссор. これ（こちら） は教授です。〔主格〕

Это машŒна профšссора. これは教授の車です。〔生格〕
Я пишÿ профšссору. 私は教授に手紙を書いています。〔与格〕
Я знáю профšссора. 私は教授を知っています。〔対格〕
Он был профšссором. 彼は教授でした。〔造格〕
Я говорº о профšссоре. 私は教授について話しています。〔前置格〕

　上の профšссор を見ればわかるように，名詞は文の中での役割に応じて語末の形
が変わる。 日本語で助詞（テニヲハ）が演じる役を，ロシア語では名詞の語末変化が担
うのである（格変化）。ロシア語には 6 つの格がある。助詞にあたるもの（前置詞）もあり，
格と組み合わさって様々な意味を表す。6 つの格は主格，生格，与格，対格，造格，前置
格と呼ばれる（上の例文はこの順 ― 「は，の，に，を，で，について」）。 最後の前置格の
意味は，ともに使用される前置詞に依存する。 造格は「道具格」の意味で「で」だが（「ナ

イフで切る」），ここには「～であった」と言うときに使う例を挙げてある。

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-306-0


●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　●　●　●　●　●　●　●　あ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

xxi

Ⅱ-4   動詞の特徴

1  動詞の記憶法のポイント・力点の 3つのタイプ

　動詞の力点 3 タイプを整理しておくと記憶の支えになる。 が，その前に大前提に触
れておこう。 大多数の動詞は читáть（読む） か говорŒть（話す） の人称変化式（それぞ

れⅠ式，Ⅱ式）に分けられる。 言い換えるとそれぞれが， ―

Ⅰ式［-Е変化］ я читаю，ты читаешь，он/она читает，мы читаем，вы чи-
таете，они читают.

Ⅱ式［-И変化］  я говорю，ты говоришь，он/она говорит，мы говорим，вы
говорите，онŒ говор¿т.

― に分けられる。（後述の живёшь，живёт... は｢-Е変化｣ のヴァリエーション）
　次に，力点の観点から整理すると，圧倒的多数の動詞の力点は， a）  b）  c） の 3 パ
ターンに分類される。 すなわち―

a）  現在変化するときの力点が常に語幹と同じになる。

― чит¨ть がこのタイプ→ чит¨+ю.
я чит¨ю，ты чит¨ешь... онŒ чит¨ют.

b）  力点が常に人称変化の語尾母音にある。

― говорŒть がこのタイプ → говор+ю.
я говорю，ты говорŒшь... онŒ говорят.

c）  一人称 я 以降の，ты からは，力点が一つ前の母音に移る。

― смотрšть（見る）がこのタイプ → смотр+ю .
я смотрю，ты смÃтришь... онŒ смÃтрят

※ご覧のように，すべてが無秩序というものではない。 Ⅰ，Ⅱ式と共に，a）  b）  c） 
のタイプを意識して動詞を整理するとよい。
　不規則動詞以外は，я，ты，они の人称変化形さえ覚えれば，現在変化はほぼすべて
言えることになる。

＊本書では必要に応じて，会話での頻度の高い я （私） ты （君） вы （あなた，あなた

方） の人称変化を挙げる。 人称代名詞は「僕」「あなた」「貴方」などの表記も併用した。

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-306-0


●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　●　●　●　●　●　●　●　あ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

xxii

2  身近な動詞 жить（住む／生きる），мочь（出来る），хотéть（欲する）

　本書で頻度の高い変則動詞 жить，мочь，不規則動詞 хотšть の変化を表にしておく。
жить の現在変化には -в が加わる，また мочь のように，不定形語尾が -ть ではなく

て -чь となる動詞も一部ある。

жить мочь хотšть

я живÿ могÿ хочÿ

ты живёшь мóжешь хóчешь

он живёт мóжет хóчет

мы живём мóжем хотŒм

вы живёте мóжете хотŒте

онŒ живÿт мóгут хот¿т

命令形 живŒ（те） 無し 無し

過去形 он жил мог * хотšл

онá жилá моглá хотšла

онŒ жŒли моглŒ ** хотšли

* 例外的過去形。 ** 力点が она や оно，они で移動するタイプもある。

①変則動詞とは言えど，ここに挙げた動詞変化の基本はⅠ式（-Е 変化）。
②不規則動詞にも変化に法則性はある。  хотšть の場合，単数ではⅠ式型の変化（-Е） 

をし，複数ではⅡ式型変化（-И） になる。

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-306-0


●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　●　●　●　●　●　●　●　あ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

xxiii

3  -СЯ動詞

-ëü 動詞の人称変化と意味を整理しておこう。

занимáться учŒться

я занимáюсь учÿсь

ты занимáешься ÿчишься

он занимáется ÿчится

мы занимáемся ÿчимся

вы занимáетесь ÿчитесь

онŒ занимáются ÿчатся

命令形 занимáйся（занимáйтесь） учŒсь（учŒтесь）

過去形 он занимáлся учŒлся

онá занимáлась учŒлась

онŒ занимáлись учŒлись

　通常の動詞のうしろに - ся（-сь）がついた形がある（СЯ 動詞と呼ばれる）。 変化自体
は通常のものと変わらないが，語末が子音だと -ся がつき，母音だと -сь がつく。 -ть

ся，-тся は（ца） と発音される。
-сяの意味・機能はいくつかあるが，主なものは他動詞を自動詞にすることである。

ある種の他動詞に -ся がつくと，その動詞は自動詞となる。

☞ начинáть 始める ⇔ начинáться 始まる。
кончáть 終える ⇔ кончáться 終わる。

Профšссор начинáет лšкцию. 教授が授業を始める。
Лšкция начинáется. 授業が始まる。

　「自動詞化」では説明のつかないものもあるが，詳細は割愛する。
　учŒться は「（学校などで）学ぶ，就学する，（熱心に，ふまじめに）学ぶ」などの意
味である。 занимáться も「学ぶ」の意味を持つが，「従事する，取り組む」のニュア
ンスが濃い。
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4  命令形の作り方

　文法上「命令形」と言うけれど，外国人が用いるときのそれは実態上 "依頼形" が圧
倒的だ。 作り方は，現在形変化の二人称単数形 ты の形から語尾 -ешь /- ишь を省い
て -й/-и を加える（ты "君は"  に対する場合）。 вы "あなたは，皆さんは"  に対する場
合は -йте/-ите のように те を加える。
　читáть，говорŒть，улыбáться（微笑む），учŒться（学ぶ） の例で見てみよう。

читá-ешь→ читáй，читáйте （母音の後には й をつける）
говор-Œшь→ говорŒ，говорŒте （子音の後には и をつける）
ÿч-ишься→ учŒсь，учŒтесь ／ улыбá-ешься→ улыбáйся，улыбáйтесь

　もちろん覚えなければならない不規則動詞もある：
пить（飲む） → пей，пšйте. ／ есть（食べる） → ешь，šшьте.

　以上が基本。 必要に応じて辞書で確認するとよい。 だが深入りは無用。 実際に
命令形が用いられる動詞は数限られているし，命令形変化がわからないときは，（я）
прош€ +［動詞不定形］の組み合わせで「～するようお願いします」と言えばよいか
らだ。 →Прошÿ говорŒть по-рÿсски.（ロシア語で話してください。 ≒ ГоворŒте，
пожáлуйста，по-рÿсски.）

5  動詞過去形の作り方

　動詞過去形は，主語の性と数によって，4 通りに形を変える。 過去形を作るには，不
定形の語末が -ть なら，それを取り除き，-л  （男性），-ла（女性），- ло（中性），- ли（複

数） をつける。 дšлать（する），рабóтать（働く），отдыхáть（休む），быть（いる，ある） 

の例で見てみよう。

主語 дšлать рабóтать отдыхáть быть

単数

男性　он дšлал рабóтал отдыхáл был

女性　онá дšлала рабóтала отдыхáла былá*

中性　онó дšлало рабóтало отдыхáло б²ло

複数 共通　онŒ дšлали рабóтали отдыхáли б²ли

* быть の場合のように過去形で力点が移動する動詞がある。
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6  動詞の未来形

　  動詞 быть の未来形
　動詞の現在形と未来形は，主語の人称と数によって形を変える。 動詞 быть の未来
形は次の表のような変化をする。

я бÿду мы бÿдем

ты бÿдешь вы бÿдете

он （онá，онó） бÿдет он� бÿдут

○ Где вы бÿдете зáвтра? 明日あなたはどこにいますか。
○ Зáвтра я бÿду на рабóте. 明日私は職場にいます。

　  動詞の未来形
　быть の未来形は，上に示されたように，それとしての意味（be 動詞「ある・いる」）を
もつが，助動詞のような働きもする。 すなわち，これに動詞不定形（不完了体） をつけ
ると，その（不完了体） 動詞の未来形となる。

○ Где вы бÿдете жить в РоссŒи?   Я бÿду жить в Москвš.

あなたはロシアではどこに住みますか。 私はモスクワに住みます。
○ Что ты бÿдешь дšлать зáвтра?   Зáвтра я бÿду отдыхáть дóма.

明日は君何をするつもりだい。 明日は僕はうちで休むよ。

　  仮定法 šсли бы ～　「もし～だったならば」
仮定法の構文 « šсли～（もし～なら）» が単なる条件を示すのに対し，« šсли бы～ » は，

現実に反する条件を示し，主文はその結果実現しない状況を示す。 主文・副文とも，動詞
は実際の時制にかかわりなく，過去形となる（通常は主文の動詞の前後に助詞 бы を加える）。

○ Šсли зáвтра бÿдет хорóшая погóда，мы поšдем на экскÿрсию.

もし明日晴天なら，私たちは遠足に出かけます。
○ Šсли бы зáвтрá былá хорóшая погóда，мы поšхали бы на экскÿрсию.

もし明日晴天だったなら，私たちは遠足に出かけられたでしょうに（悪天候で出来ない）。
○ Šсли у мен¿ бÿдет врšмя，я поšду в Киото.

もし私に時間が出来るなら，私は京都に行くでしょう。
○ Šсли бы у мен¿ б²ло врšмя，я поšхал бы в Киото.

もしも私に時間があったなら，私は京都へ出かけたでしょうに（時間がなくて行け

ない／行けなかった）。

1

2

3
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7  動詞の完了体と不完了体の一般的な意味

ロシア語の動詞には完了体・不完了体の 2 つの形がある。 同じ動作を二通りにとら
えるからである。 читáть［不完］（読む）と прочитáть［完］（読み切る・終える）の例
で比べてみよう。

○ Вчерá я читáл ромáн.

昨日私は長編小説を読んだ（読んでいた）。
○ Вчерá я прочитáл ромáн.

昨日私は長編小説を読み終えた（読み切った）。
　不完了体は一般的事実（動作）の有無を示す場合や，継続，反復を意味する場合など
に用いられる。完了体は具体的な1回の動作に関してそれをひとつのこととしてとらえ，
開始，終了を意味する場合や，終了の結果を指す場合に用いられる。 したがって完了
体は現在時制を示すことができず，現在形の変化をした場合には未来を意味する。　

Зáвтра я прочитáю ромáн.　明日私は長編小説を読み終える（読み切る）
このように，動詞の体の意味と用法はけっこう複雑だが，多数の用例によって徐々に習
得することは可能だ。

8  運動の動詞―定動詞と不定動詞

　運動（移動）の動詞と呼ばれるものには定動詞と不定動詞の二種類ある。

徒歩で移動する 乗り物で移動する 走って移動する

定動詞 идтŒ šхать бежáть

不定動詞 ходŒть šздить бšгать

　定動詞はあるとき，ある方向に移動して（向かって）いることを表し（進行形に類似），
不定動詞は不定の方向に移動していること，またはその動作が繰り返されることを表
す。 ロシア語ではこれらの動詞は対をなすと考えられているが，日本語では別の言葉
を使ってその状況を表すこともある（たとえば，徒歩で「行く」と「通う」）。同じ「行く」「通
う」でもバスや電車など乗り物を使うときは šхать と šздить でその違いを具体的に
表す。
　徒歩による動作の特徴を идтŒ / ходŒть の用例で見てみよう ―

○ Сейчáс дšти идÿ  т в шкóлу.

今子供達は学校へ歩いて行く（向かう） ところだ。
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○ Кáждый день дšти хóдят в шкóлу.

毎日子供たちは徒歩で学校に通っている。
○ Ребёнок идёт в туалšт.

子供はトイレに歩いて行く（向かう） ところだ。
○ Ребёнок ужš хóдит.

子供はもう歩いている（＝ひとりで歩ける）。

　次に乗り物を使って移動する šхать と šздить の用例（直訳）―
○ Кудá вы šдете сейчáс?

今どちらへ行く（向かう） ところですか。
○ Сейчáс я šду на рабóту.  Кáждый день я šзжу на рабóту на метрó.

いま職場へ行くところです。 私は毎日地下鉄で職場に通っています。

　そして定動詞 бежáть と不定動詞 бšгать の比較 ―
○ Дšти бегÿ  т в спœртзáл.

子供達は体育館に走って向かっている。
○ Дети бšгают в спœртзáле.

子供達は体育館で走り回っている。

　идт� / ход�ть の例で定／不定動詞の使い分けを整理してみよう。

歩く動作 定／不定 日本語で言うと 動作の方向

идтŒ 定動詞 歩いて向かう 一定 ⇨

ходŒть 不定動詞

行ってくる
通う
歩き回る
能力

往復  扌
反復 /習慣  扌 扌
不定  
歩ける ⇦ ⇨
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Ⅱ-5　数字をともなう表現法の基本

1  数詞一覧表（参考）

個数詞 順序数詞

0 нóль（нуль） нулевóй 100 сто сóтый

1 одŒн пšрвый 101 сто одŒн сто пšрвый

2 два（две） вторóй 105 сто пять сто п¿тый

3 три трšтий 200 двšсти двухсóтый

4 чет²ре четвёртый 300 трŒста трёхсóтый

5 пять п¿тый 400 чет²реста четырёхсóтый

6 шесть шестóй 500 пятьсóт *** пятисóтый

7 семь седьмóй 600 шестьсóт **** шестисóтый

8 вóсемь восьмóй 700 семьсóт семисóтый

9 дšвять дев¿тый 800 восемьсóт восьмисóтый

10 дšсять дес¿тый 900 девятьсóт девятисóтый

11 одŒннадцать* одŒннадцатый　 一千 т²сяча т²сячный

12 двенáдцать двенáдцатый 一万 дšсять т²сяч десятит²сячный

13 тринáдцать тринáдцатый 百万 миллиóн миллиóнный

14 чет²рнадцать чет²рнадцатый 十億 миллиáрд миллиáрдный

15 пятнáдцать пятнáдцатый 一兆 триллиóн триллиóнный

16 шестнáдцать шестнáдцатый **
17 семнáдцать семнáдцатый

*дца はすべて "ｯァ" と発音。

**力点のない ше は "シｩｨ" 。

*п¿тьдес¿т（50）の発音は "ピヂｨスャート" ，

** шестьдес¿т（60）は "シｩｨｽ ヂ゙ィスャート" ，
*** пятьсóт（500）は "ピッツオート" ，

**** шестьсóт（600）は "シｩｨソート" 。

18 восемнáдцать восемнáдцатый

19 девятнáдцать девятнáдцатый

20 двáдцать двадцáтый

21 двáдцать одŒн двáдцать пšрвый

30 трŒдцать тридцáтый

40 сóрок сороковóй

50 пятьдес¿т * пятидес¿тый

60 шестьдес¿т ** шестидес¿тый

70 сšмьдесят семидес¿тый

80 вóсемьдесят восьмидес¿тый

90 девянóсто девянóстый

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-306-0


●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　●　●　●　●　●　●　●　あ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

xxix

2  数詞と名詞

○ Я покупáю （одŒн） билšт / два билšта / пять билšтов /.

私は切符を 1（2／5）枚買うところです。
○ Кáждый день я рабóтаю одŒн час / два часá / вóсемь часóв.

毎日私は 1 時間 ／ 2 時間 ／ 8 時間 ／ 働きます。
個数詞（主格およびそれに等しい対格）が名詞と結合する場合，1 なら名詞は単数主格，

2，3，4 なら単数生格，5 以上なら複数生格となる。

1 одŒн * час рÿбль однá минÿта   т²сяча

2 два ** часá рубл¿ две минÿты    т²сячи

3 три 〃 〃 три 〃 〃

4 чет²ре 〃 〃 чет²ре 〃 〃

5 пять часóв рублšй пять минÿт т²сяч

* 1 が中性名詞と結合する場合は однó となる。 однó письмó（一通の手紙）。
** 2 が男性および中性の名詞と結合する場合は два，女性名詞のときは две。
21 （двáдцать одŒн） 以上の複合数詞（2 つ以上の個数詞からなる数詞）につく単位は，最後の数詞に合
わせる（たとえば 123 ルーブルなら сто двáдцать три рубл—¿，126 ルーブルなら сто двáдцать шесть 
рублšй）。

3  大きな数字・値段

　  大きな数字は三桁で区切られる

213 двšсти тринáдцать 5.000  пять т²сяч

756 семьсóт пятьдес¿т шесть 60.000（6 万）  шестьдес¿т т²сяч

984
девятьсóт  вóсемьдесят
чет²ре

473.500*
（47 万 3 千 5 百）

чет²реста сšмьдесят три 
т²сячи пятьсóт

* 大きい数字は通常，点（コンマではない） で 3 桁ずつに区
切って書かれる（新聞などでは区切らないケースもある）。

　  万の単位に注意
　すでに上で顔を出した「万」の付く単位には特別な注意が必要だ。 ベテラン通訳者

でも瞬時の和露単位切り替えに手を焼くほどだ（ Ⅱ-5  1 ，数詞一覧表を参照）。 単位と
しての 10万は сто т²сяч，1千万 дšсять миллиóнов，1億 сто миллиóнов，100 億 

дšсять миллиáрдов。

1

2
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11 万 сто дšсять т²сяч，2 百 34 万 два миллиóна трŒста сóрок т²сяч，4 千
5 百 67 万сóрок пять миллиóнов шестьсóт сšмьдесят т²сяч，8 億 2千3 百
45万 восемьсóт двáдцать три миллиóна чет²реста пятьдес¿т т²сяч 等々。

　こうした大きな数量を細々と厳密に言わなくても用が足りる場合，ロシア人は副詞 

примšрно（ほぼ，およそ） を使う。
○ Скóлько жŒтелей в ³том гóроде?

この都市の住民は何人ですか。
○ В ³том гóроде примšрно* миллиóн двšсти т²сяч жŒтелей.

この都市の住民はおおよそ 120 万人です。
* примšрно の同意語 приблизŒтельно を用いてもよい。

　  値段はいくら？　動詞 стÃить  （値段が） ～する
　「これおいくらですか」と値段を問うときは Скóлько это стóит? と言う。 動詞 

стóит の不定形は стóить［不完］ で，単数現在形は стóит，複数形は стóят。 過去形

はZстóил，Xстóила，cстóило，bстóили になる。
○ Скóлько стóит ³то пальтó?

このオーバーコートはいくらですか。
○ Онó стóит пятьдес¿т две т²сячи рублšй.

それは 5 万 2 千ルーブルです。
○ Скóлько стóят ³ти час²* ?

この時計はいくらですか。 *час²（時計） は複数形。

○ ОнŒ стóят сто девянóсто три т²сячи иен*.

それは 19 万 3 千円です。　　　*日本円 1 円は女性形名詞 иšна 。

○ £та машŒна стóила три миллиóна трŒста т²сяч иен.

この車は 3 百 30 万円しました。
○ Это приблизŒтельно трŒдцать три т²сячи дóлларов*.

それはおおよそ 3 万 3 千ドルです。　　　*1ドルは男性形名詞 дóллар 。

3

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-306-0


●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　●　●　●　●　●　●　●　あ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
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4  年齢や生年月日・日付を言う

　  ～は何歳ですか？　Сколько ～ лет?
○ Скóлько вам * лет? あなたはおいくつですか。
○ Мне трŒдцать лет **. 私は 30 歳です。
○ Скóлько тебš лет? 君は何歳？
○ Мне двáдцать одŒн год **. 僕は（私は） 21 歳。

 *「誰々は何歳です」のように年を言うとき，「誰々は」は与格形（誰々に）にされる（я→мне 私に，т
ы→ тебš 君に，он→ емÿ 彼に， онá→ ей 彼女に，мы→нам 私たちに，вы→вам 貴方に, 

они→им 彼らに）。 直訳すると「誰々には～歳です」。
**年を言うとき，год （年，1 歳） の複数生格形は лет （相手に年を尋ねるのはあまり良くはないが）。

○ Скóлько емÿ лет? 彼はいくつですか？
○ Емÿ пятьдес¿т шесть лет，а ей сóрок два гóда.

彼は 56 歳で，彼女は 42 歳です。

　  月日の言い方
○ Какóе сегóдня числó?　今日は何日ですか。
○ Сегóдня шестóе иºля.　今日は 7 月 6 日です。
日付を言うときは順序数詞の中性形を使う（「日」числó が中性名詞なので）。 月は

日の後ろに生格（～月の）でつける。 шестóе числó иºля 7 月 6 日。 会話では 
числó〔主〕 は省かれる。

　副詞句（～月～日に）にするときにはこの順序数詞を生格にする。 会話では числá

〔生〕は省かれる。
○ Когдá у вас день рождšния?　あなたの誕生日はいつですか。
○ У мен¿ день рождšния двáдцать п¿того мáя.

私の誕生日は 5 月の 25 日です。
※順序数詞 п¿тый「五番目」の生格形「五番目の」 п¿тогоの変化末尾の "г" は "в" と発音される → «ピｬー

タｩ ｧ゙ »。

　「私は 4 月 24 日生まれです」は，動詞 родŒться（生まれる） を使うと次のようにな
る（過去形）。

○ ［男性］ Я родŒлся двáдцать четвёртого апрšля.
○ ［女性］ Я родилáсь двáдцать четвёртого апрšля.

1
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　  日付にまつわる主格と生格の用法の対比
○ КакÃго числ¨ вы приšхали в Япóнию?

日本においでになったのはいつ（何月何日のこと）でしたか。
○ В Япóнию я приšхал пšрвого января.

日本に来たのは1月1日です。
注）приšхал（и） ← приšхать   （乗り物で） 来る，到着する，やってくる。

〔主〕 КакÃе числÃ сегóдня? *
今日は（何月の） 何日ですか。

〔生〕 КакÃго числ¨?
何月の何日に（のこと） ですか。

1.01 пšрвое января 1.01 пšрвого января

2.02 вторÃе февраля 2.02 вторÃго февраля

3.03 трšтье мáрта 3.03 трšтьего мáрта

4.04 четвёртое апрšля 4.04 четвёртого апрšля

5.05 п¿тое мáя 5.05 п¿того мáя

6.06 шестÃе июня 6.06 шестÃго июня

7.07 седьмÃе июля 7.07 седьмÃго июля

10.08 дес¿тое áвгуста 10.08 дес¿того áвгуста

18.09 восемнáдцатое сентября 18.09 восемнáдцатого сентября

20.10 двадцáтое октября 20.10 двадцáтого октября

21.11 двáдцать пšрвое ноября 21.11 двáдцать пšрвого ноября

30.12 тридцáтое декабря 30.12 тридцáтого декабря

* сегóдня （今日） の  "г"   の発音は "в"   ［一のⅤの 3 参照］。
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　  西暦年の表現
　西暦年を表現するには，最後の数詞だけを順序数詞にすれば，全体が順序数詞になる。

 ○ Когдá вы родилŒсь? 　　　お生まれはいつですか。
○ Я родŒлся 28 ноябр¿ 1978  （т²сяча девятьсóт сšмьдесят восьмóго） гóда*. 

1978年11月28日です。 
*восьмóй год の生格形は восьмóго гóда。

○ В какóм годÿ ** родŒлся ваш отšц ? ***

お父さんは何年生まれですか。
○ Он родŒлся в 1941 （т²сяча девятьсóт сóрок пšрвом） годÿ.

1941 年生まれです。
**в какóм годÿ?（何年に）← какóй год（何年） の前置格形。

***ваш あなたの отšц お父さん。

○ Мо¿ сестрá **** родилáсь в 2015 （две т²сячи пятнáдцатом） годÿ.

私の姉（妹）は2015年生まれです。
****мо¿ わたしの сестрá 姉（妹）。「私の兄（弟）」は мой брат。

5  時間の表現

　  大まかな 1 時台，2 時台という言い方
　時刻をたずねるときは Скóлько времšни? ／ Котóрый час?（何時ですか）と言う。
　大まかに答えるときは，12 時を起点にして 1 時間ごとに区切った言い方をする。 つ
まり 12 時過ぎは пšрвый（час） 1 番目の（時），5 時過ぎなら шестóй  6 番目。11 時
から 12 までの時間帯（11 時過ぎ，11 時台）は двенáдцатый  12 番目の（時）となる。
要は，「～世紀」の呼び方のように，ひとつ多い数になる。 素早く反応するには練習が
求められる。

○ Сейчáс вторóй час. いま 1 時過ぎ（1 時台）です。
○ Сейчáс дев¿тый час. いま 8 時過ぎです。

4
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　  二通りの時刻の表現方法
　「10 時に」，「12 時 10 分に」などのように時の副詞句（いつ）として言うとき，正時

（「11 時に」「12 時に」など）以外は，1）日常会話で用いる形と  2）公的な言い方（ラジオ

テレビの時報や駅・空港などでの発着時刻のアナウンスなど）の二通りがある。

Лšкция начин¨ется　レクチャーは～時（～分） に始まります。

в 12.00
1） в* двенáдцать часóв.

*в + 対格の組み合わせ。夜中の 12時は普通 0時（ноль часóв） と言う。

в 12.10

1） в дšсять минÿт пšрвого*.

*пšрвый час の生格 пšрвого чáса （1時台の） を用いる。 часа は省く。

2） в двенáдцать часóв дšсять минÿт.

в 1.00 1） в час.*　　*1時のときは одŒн час の одŒн を省く。

в 2.05

1） в пять минÿт трšтьего*.

*трšтий （3番目） の生格は трšтьего になる。

2） в два часá пять минÿт.

в 2.15

1） в* чšтверть трšтьего.

*чšтверть は 4分の1＝15分。これの前の в は省略されることもある。

2） в два часá пятнáдцать минÿт.

в 2.30

1） в* половŒне трšтьего.

*これは в＋前置格の表現。 половŒна は「半，半分，2分の 1」。 в половŒне 

は「半に」

2） в два часá трŒдцать минÿт.

в 5.00 1） в пять часóв. （正時 5時に）

※下の表を見たほうがわかりやすいが，30 分過ぎ以降は без（何分前）＋生格を使い，時刻を示す数は次の
正時（個数詞）となる。 数詞の生格を知らなければ，正確な表現はできないわけだが， пять – без пятŒ

（минÿт），дšсять – без десятŒ，чšтверть – без чšтверти，двáдцать – без двадцатŒ だけ知って
おけば，実生活では困らない。 その際 "минÿт" は省いても差し支えない。

Лšкция конч¨ется　レクチャーは～時（～分前） に終わります。

7.40 без двадцатŒ（минÿт）вóсемь 8時 20分前に

8.45 без чšтверти дšвять 9時 15分前に

9.50 без десятŒ дšсять 10時 10分前に

10.55 без пятŒ одŒннадцать 11時 5分前に

2

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-306-0


●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　●　●　●　●　●　●　●　あ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●

　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

xxxv

　  おおよその時間を表す
　3 時過ぎ четвёртый час，3 時過ぎに в четвёртом часÿ，6 時過ぎ седьмóй час，
6 時過ぎに в седьмóм часÿ という大まかな言い回しは既出。
　さらに「～ほど，頃に」の言い方がある。 Вчерá я читáл ромáн два час¨.（昨日

僕は長編を 2時間読んだ。）ここでは補語 два часá は対格だ。 個数詞と名詞の順序を
入れ替えると「おおよそ～ほど，約～」という相対的な時間表現が出来る。 Вчерá я 
читáл ромáн час¨ два（昨日僕は長編を 2時間ほど読んだ）.   「8時間」なら вÃсемь 

часÃв（часóв は час の複数生格）。「8時間ほど」なら同じく語順を入れ替えて часÃв 

вÃсемь にする。
　また，Лšкция начинáется в два час （̈レクチャーは 2時に始まります）. を「2時頃
に」にするなら，в два часá の語順を入れ替えて，час¨ в два とする（час¨ два の間

に前置詞 в が割って入る）。　☞Лšкция начинáется час¨ в два（レクチャーは 2時頃

に始まります）.   「8時に」なら в вÃсемь часÃв，「8時頃に」なら часÃв в вÃсемь

と言う。

付 記   本書で用いた略号・記号および文の表記法

1  略号・記号

〔動詞不定形〕人称変化する前の動詞の原形を意味する
［完］ 完了体 ／［不完］ 不完了体
［無人述］無人称述語 *

［無人動］無人称動詞

*主語（人称）のない文を［無人称文］と呼ぶ。 そして無人称文の述語になる部分を「述語副詞」
と呼ぶ。 つまり，Здесь хóлодно.（ここは寒い） のような無人称文の「хóлодно 寒い」 の部分
を「述語副詞」ないしは「無人称文の述語」と呼ぶが，本書では略して［無人述］とする。 同じく，

無人称文の動詞となるものを［無人動］ とする。

［疑問代］疑問代名詞
［挿］挿入語
［述］述語
〔指小〕指小語
〔比〕比較級
〔主〕主格／〔生〕生格／〔与〕与格／〔対〕対格／〔造〕造格／〔前〕前置格
※名詞，形容詞，形容詞短語尾形，動詞過去形等，一切の性と数については以下の表

記を用いた ―Z男性形／ X女性形／ C中性形／V 単数形／B複数形
（Zxcはそれぞれ単数の男性形，女性形，中性形であるが，複数形と対置させて単数形を

記す場合にはVの記号を用いる）
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〔口〕口語・会話体の語彙・表現
《慣用》決まり言葉，慣用表現の類

◆ 語句の説明・解説／G関連語句・表現
英語での同意表現・語句

«← » は派生・由来源を示す。／例文や具体例は で示す。

☞は参照を促す。／ «*» や « ＊ »，« ※ » は注意ポイントや脚注を示す。

2  文の表記法

　  "！" や "？"

ロシア語会話文で記される "！"  や "？"  は，時として日本語の "！"  や "？"  以上
の意味を持つことがある。 例えば，日本語の "！"  は驚きを表すが，ロシア語の "！"  

は驚き以外にも，エモーショナルな気持ちを伝える。 そのため，本書の会話文では，
"！"  や "？"  の表記がロシア語と日本語訳とで一致しない箇所があるが，その場合で

もロシア語と日本語訳のニュアンスは同一であると断っておく。

　  男性形・女性形の使い分け
　一人称単数（私） や二人称単数（君／あなた） の性によってロシア語で男性形・女性形
の使い分けが必要な場合は，短文の場合は両者を併記するが，それ以外は主として "男
性形（女性形）" で示すことにした。

Я пóнял（¨）.

　これは，［男性が言う場合は］ Я пóнял.  ［女性が言う場合は］ Я понялá.   という文
を上記のように女性形を（　）に入れて表記したものだ。 女性形に力点が移動する場
合はそれも示す。

　  語順について
　本書は何よりも，ロシア語ネイティブの会話を出発点とした画期的なロシア語学習
者向け教本である。 それゆえに，いくつかの箇所においては会話上での闊達さを優先
して，ロシア語の語順を，ニュートラルで平凡な語順ではなく特殊具体的な「倒置法
的」語順としている。 しかしながら，ロシア語は日本語と同じく語順がかなり自由で
あり，イントネーションが鍵を握る会話体においては入れ替えも大いに可能なので，本
書のロシア語文の語順を変えて発話するのは，微妙なニュアンスの差異は生じ得るも
のの，基本的な意志疎通には問題ない。

1

2

3
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1-01　挨拶をする（1）～朝昼晩いつでも

こんにちは。
Здра́вствуйте!

A: Здра́вствуйте!
	 ｽﾞドらーｽトｩｨチｪ

B: Здра́вствуйте!
	 ｽﾞドらーｽトｩｨチｪ

A:	こんにちは。
B:	こんにちは。

朝，昼，晩いつでも使われる最も一般的な挨拶。主に目上の者，知人，または複数の相手に対
して使われる。

こんにちは。
Здра́вствуй!

A: Здра́вствуй!  Как твои́ дела́?
	 ｽﾞドらーｽトゥィ	 カーｸ	 ﾄヴｧイー	 ヂｨラー

B: Здра́вствуй!  Всё в поря́дке.  Спаси́бо.
	 ｽﾞドらーｽトゥィ	 ﾌスィﾖー	 ﾌ ͡パりャーﾄキェ	 ｽパスｨーバ

A:	こんにちは。調子はどう？
B:	こんにちは。ええ，いたって順調よ。ありがとう。

Здра́вствуйтеよりも平易な言い方。知人や親しい者の間で使われる。Как твои ́дела́?は「調
子は？」の意味。Как дела́?はさらにくだけた表現。Всё в поря́дке.は直訳だと「すべてが
うまくいっている」の意。「おかげさまで」に近い。

こんにちは。
Приве́т !

A: Приве́т !  Ты куда́?
	 ﾌﾟりヴィエーﾄ	 トｩｨ	 クゥダー

B: Приве́т !  Я по дела́м.
	 ﾌﾟりヴィエーﾄ	 ヤー	 パ ͡ヂｨラーﾑ

A:	やぁ，こんにちは。どこへ行くの？
B:	あー，こんにちは。ちょっと用事があって。

日常挨拶の中でも最もくだけた表現。老若男女問わず使うことができるが，特に若者同士，友
人同士，または家族の中で用いられる。「やぁ！」や「よぉ！」のニュアンスがある。
◆ куда́どこへ。по дела́м用事で。
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おはようございます。《朝～午前中》
До́брое у́тро!

A: До́брое у́тро!
	 ドーﾌﾞらェ	 ウートら	

B: До́брое у́тро!  Пого́да сего́дня про́сто чу́до.
	 ドーﾌﾞらェ	 ウートら	 パゴーダ	 スィヴォードニャ	 ﾌﾟろーｽタ	 ちューダ

A:	おはようございます。
B:	おはようございます。今日の天気はまさに絶好ですね。

сего́дняの“го”は“во”と発音する。
◆ пого́да天気。сего́дня今日。про́сто чу́доまさに絶好だ。

こんにちは。《正午～夕方》
До́брый день!

A: До́брый день!  Вам помо́чь?
	 ドーﾌﾞるィ	 ヂェーﾆ	 ヴァーﾑ	 パモーち

B: До́брый день!  Спаси́бо, я сама́.
	 ドーﾌﾞるィ	 ヂェーﾆ	 ｽパスｨ―バ	 ヤー	 サマー

A:	こんにちは。お手伝いしましょうか。
B:	こんにちは。ありがとうございます，自分でできますから。

◆помо́чь［完］〔与〕を助ける，を手伝う。вамは выの与格形。Спаси́бо.ありがとう（ござ
います）。zсам／xсама́／ bса́ми／ 自分で。

こんばんは。《夕方～夜》
До́брый ве́чер!

A: До́брый ве́чер!
	 ドーﾌﾞるィ	 ｳﾞｨエーちる

B: До́брый ве́чер!  Сего́дня так ре́зко похолода́ло.
	 ドーﾌﾞるィ	 ｳﾞｨエーちる	 ｽィヴォーﾄﾞニャ	 ターｸ	 りエーｽカ	 ﾊﾟハラダーラ

A:	こんばんは。
B:	こんばんは。今日はまったくひどく冷えますね。

◆ так実に，まったく。ре́зкоひどく。похолода́ло［完］冷えた，寒くなった。

1-02　挨拶をする（2）～時間帯別
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日本語のニュアンスとは異なり，仕事や学校から毎日帰宅する人には使わない。旅行や出張な
どから戻った人への挨拶。　
◆ о́ченьとても，すごく。ждать［不完］〔生〕，〔対〕を待つ。тебя「́君を」は тыの対格形。

A: С прие́здом!  Я о́чень ждал тебя́.
	 ｽ ͡ﾌﾟりｲィエーｽﾞダﾑ	 ヤー	 オーチﾆ	 ｼﾞダーﾙ	 チｨビャー

B: Спаси́бо!
	 ｽパスｨーバ

A:	おかえり。君が帰るのすごく待ってたよ。
B:	ありがとう。

おかえり。
С прие́здом!

◆ приве́тствовать［不完］〔対〕を歓迎する。вас「皆さんを」は выの対格形。
Большо́е спаси́бо!どうもありがとう（ございます）《慣用》。
наконе́ц-тоやっと，とうとう。прие́хать［完］（乗り物で）到着する。

A: Приве́тствуем вас!
	 ﾌﾟりｳﾞｨエーﾂﾄヴｩｲﾑ	 ヴァーｽ

B: Большо́е спаси́бо!  Наконе́ц-то мы прие́хали.
	 バリシｩｵーｪ	 ｽパｽｨーバ	 ナカニェーツﾀ	 ムｩィ	 ﾌﾟりｲｨエーハリｨ

A:	皆さんを歓迎いたします。
B:	ありがとうございます。やっと到着しました。

皆さんを歓迎いたします。
Приве́тствуем вас!

Добро́ пожа́ловать! はお客を歓迎する慣用表現。
◆ встре́тить［完］〔対〕を出迎える。меня「́私を」は яの対格形。

A: Добро́ пожа́ловать !  
	 ダﾌﾞろー	 パジｧーラヴァﾁ

B: Спаси́бо, что вы меня́ встре́тили.
	 ｽパスｨーバ	 ｼト	 ヴｩｨ	 ミニャー	 ﾌｽﾄりエーチリｨ

A:	ようこそ，いらっしゃいました。
B:	お出迎えありがとうございます。

ようこそ，いらっしゃいました。
Добро́ пожа́ловать!

1-03　出迎える（1）
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◆ уста́ть［完］疲れる。си́льноすごく，ひどく，強く。

A: Ты си́льно уста́ла?
	 トｩｨ	 スｨーﾘナ	 ウｽターラ

B: О́чень уста́ла !
	 オーチﾆ	 ウｽターラ

A:	すごく疲れた？
B:	ええ，とても疲れちゃった！

疲れた？
Уста́л(а)?

◆ укача́ть［完］（揺れて吐き気などを）催させる（元の意味は「～をさんざん揺さぶって酔わ
せる」）。немно́гоほんの少し。всё обошло́сь無事に終わった，万事うまくいった。

A: Вас в доро́ге не укача́ло?
	 ヴァｽ	 ｳﾞ ͡ダろーギェ	 二ｨ ͡ウカちャーラ

B: Бы́ло немно́го.  Но всё обошло́сь.
	 ブｩｨーラ	 ニｨﾑノーガ	 ノｫ	 ﾌスィﾖー	 アバｼローｽｨ

A:	酔いませんでしたか。
B:	ええ，少し（酔いました）。でも，もう大丈夫です。

酔いませんでしたか。
Вас в доро́ге не укача́ло?

◆ какいかに，どのように。дое́хать［完］（乗り物で）たどり着く。вы дое́халиは過去形で「あ
なたはたどり着いた」。без пробле́м問題なく。

A: Как вы дое́хали?
	 カーｸ	 ヴｩｨ	 ダｨエーハリｨ

B: Спаси́бо.  Без пробле́м.
	 ｽパスｨーバ	 ビｽ ͡ﾌﾟらﾌﾞリエーﾑ

A:	道中いかがでしたか。
B:	ありがとうございます。問題もなく来れました。

道中いかがでしたか。
Как вы дое́хали?

1-04 出迎える（2）
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◆ пора́［無人述］〔動詞不定形〕～すべき時だ。встава́ть［不完］起きる。
наступи́ть［完］始まる，来る。 g起きて！：Встава́й!（動詞の不定形 Встава́ть!［不完］（起
きるのよー！）／ Вста́ть!［完］（起きなさい！）でも命令文になる）

A: У́тро наступи́ло.  Пора́ встава́ть !
	 ウートら	 ナｽトゥピーラ	 パらー	 ﾌｽタヴァーﾁ

B: Ещё чуть-чу́ть.  Так спать хо́чется !
	 イｯしョー	 ちｩチ・ちｩチ	 ターｸ	 ｽパーチ	 ホーちｨッツｧ

A:	朝よ。起きる時間よ！
B:	えー，あともう少しだけ。すごく眠たいんだ！

起きる時間だよ。
Пора́ встава́ть!

◆ спа́ться［不完］［無人動］眠くなる，眠れる。С до́брым у́тром!≒ До́брое у́тро!おはよ
う（ございます）。почти́ほとんど。спать［不完］眠る。
gКак（どう）вы（あなたは）спа́ли（眠りましたか）?とも言う。

A: С до́брым у́тром!  Как вам спало́сь?
	 ｽﾞ ͡ドーブるィム	 ウーﾄらム	 カーｸ	 ヴァーﾑ	 ｽパローｽｨ

B: Я почти́ не спала́.
	 ヤー	 パちチｨ	 ニｨ	 	ｽパラー

A:	おはようございます。よく眠れましたか。
B:	ほとんど眠れませんでした。

よく眠れましたか。
Как вам спало́сь?

◆ До́брое у́тро!おはよう（ございます）。хорошо́よく。отдохну́ть［完］休息する，休む。

A: До́брое у́тро!  Вы хорошо́ отдохну́ли?
	 ドーﾌﾞらｴ	 ウーﾄら	 ヴｩｨ	 ハらシｩオー	 アｯダふヌｩーリ

B: Я о́чень хорошо́ отдохну́ла.
	 ヤー	 オーチﾆ	 ハらシｩオー	 アｯダふヌｩーラ

A:	おはようございます。よくお休みになれましたか。
B:	おかげさまでよく休むことができました。

よくお休みになれましたか。
Вы хорошо́ отдохну́ли?

1-05　起床
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直 訳  「君と知り合いになれてうれしい」。ちなみに，Ра́д(а) с тобо́й встре́титься.も「会え
てうれしい」という意味だが，こちらは初対面以外の会合のときでも使える。
◆ ра́ньше以前に。слы́шать［不完］（人の会話や噂によって）聞き知る。

A: Ра́да с тобо́й познако́миться.
	 らーダ	 ｽ ͡タボｨ	 パｽﾞナコーミッツｧ

B: Я то́же.  Ра́ньше я мно́го слы́шал о тебе́.
	 ヤー	 トージｪ	 らーﾆシｪ	 ヤー	 ﾑノーガ	 ｽルｩｨーシｧル	 ア ͡チｪベー

A:	会えてうれしいわ。
B:	僕もだよ。君のことは前から聞いていたんだ。

会えてうれしい。
Ра́д(а) с тобо́й познако́миться.

◆ отку́даどこから。Хаба́ровскハバロフスク。впервы́е初めて。Япо́ния日本。

A: Отку́да вы?
	 アﾄクｩーダ	 ヴｩｨ

B: Я из Хаба́ровска.  Я впервы́е в Япо́нии.
	 ヤー	 ｲｽﾞ ͡ハバーらフｽカ	 ヤー	 ﾌピるヴｩｨｴ	 ｳﾞ ͡イポーニイ

A:	どこからいらしたんですか。
B:	ハバロフスクから来ました。日本は初めてです。

どこからいらしたんですか。
Отку́да вы?

◆ ра́д(а )＋〔与〕をうれしく思う。 встре́че← встре́ча（出会い）の与格。  с ва́миあなたと。
взаи́мно お互いに，同じくです。давно ́ 以前から。познако́миться［完］知り合う，近づ
きになる。

A: Я ра́да встре́че с ва́ми.
	 ヤー	 らーダ	 ﾌｽﾄりエーちｪ	 ｽ ͡ヴァーミｨ

B: Взаи́мно.  Я давно́ хоте́л с ва́ми познако́миться.
	 ヴザイームナ	 ヤー	 ダヴノー	 ハチェール	 ｽ ͡ヴァーミィ	 パｽﾞナコーミッツｧ

A:	お会いできてうれしいです。
B:	こちらこそ。前々からお近づきになりたいと思っていました。

お会いできてうれしいです。
Я ра́д(а) встре́че с ва́ми.

1-06　初対面の挨拶
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大人の男性は，基本的に自己紹介のときに自分の名の愛称形を使わない。

A: Евге́ний.
	 イヴギｪーニイ

B: А я Ната́ша.
	 ア	 ヤー	 ナターシｧ

A:	僕はエヴゲーニィさ。
B:	私はナターシャよ。

私は～よ。
Я~ .

「私の名は～です」はМеня́ зову́тの後に自分の名・父称・姓（☞ 019参照），あるいは名や
愛称を入れる。　◆ познако́миться［完］с＋〔造〕と知り合いになる，自己紹介する。
gЯ бы хоте́л(а) предста́виться. Меня́ зову́т ~ .とも言う。

A: Дава́йте познако́мимся. Меня́ зову́т Аико.  О́чень прия́тно.
	 ダヴァーｨチｪ	 パｽﾞナコーミﾑｽｬ	 ミニャー	 ザヴーﾄ	 アイコ	 オーチﾆ	 ﾌﾟりヤーﾄナ

А как вас зову́т?
ア	 カーｸ	 ヴァｽ	 ザヴーﾄ

B: Меня́ зову́т Константи́н.  Мне то́же о́чень прия́тно.
	 ミニャー	 ザヴーﾄ	 カンスタンチｨーヌ	 ムニｪー	 トージｩｪ	 オーチﾆ	 プりヤーﾄナ

A:	はじめまして。私の名は愛子です。どうぞよろしく。あなたのお名前は？
B:	私の名は，コンスタンチンです。私のほうこそどうぞよろしく。

はじめまして。私の名は～。
Дава́йте познако́мимся. Меня́ зову́т~ .

◆ Позво́льте＋〔動詞不定形〕～させてください。предста́виться［完］自己紹介する。
то́же同じく。Оч́ень прия́тно.とてもうれしいです＝どうぞよろしく《慣用》。

A: Позво́льте предста́виться.  Меня́ зову́т Михаи́л
	 パｽﾞヴォーﾘチｪ	 ﾌﾟりツターヴｨｯツｧ	 ミニャー	 ザヴーﾄ	 ミハイール

Никола́евич Фили́ппов.  О́чень прия́тно.
ニカラーイヴｨチ	 フィリーッポフ	 オーチﾆ	 ﾌﾟりヤーﾄナ

B: Мне то́же о́чень прия́тно.  Меня́ зову́т Миэко Сато.
	 ムニｪー	 トージｪ	 オーチﾆ	 プりヤーﾄナ	 ミニャー	 ザヴート	 ミエコ	 サトウ

A:	自己紹介させていただきます。私の名はミハイル・ニコラエヴィチ・フィリッ
ポフと申します。どうぞよろしく。

B:	私のほうこそどうぞよろしく。私の名は佐藤美恵子と申します。

自己紹介させていただきます。私の名は～。
Позво́льте предста́виться. Меня́ зову́т~ .

1-07　自己紹介
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直 訳  「どこに雲隠れしていたの？」
◆ пропа́л← пропа́сть［完］いなくなる，姿を消す。совсе́м（否定詞 неを強調して）全然，まっ
たく。узна́ть［完］～だとわかる。тебя́は тыの対格形。

A: Андре́й !  Куда́ ты пропа́л?
	 アンﾄﾞりｪーｲ	 クゥダー	 トｩｨ	 ﾌﾟらパーﾙ

B: Ка́тя !  Я совсе́м не узна́л тебя́ !
	 カーチャ	 ヤー	 サﾌスｨｪーﾑ	 ニｨ	 ウｽﾞナーﾙ	 チビャー

A:	アンドレイ！　久しぶり！
B:	カーチャ！　まったく君だとわからなかった！

久しぶり！
Куда́ ты пропа́л(а)?

直 訳  「随分お見かけしませんでした」
◆ давно́長い間，ずっと前から。ви́деть［不完］見かける，会う。
всё в поря́дкеすべてがうまくいっている。потихо́ньку急がず，ゆっくり。

A: Как давно́ я вас не ви́дел!  У вас всё в поря́дке?
	 カーｸﾞ	 ダｳﾞノー	 ヤー	 ヴァｽ	 ニｨ	 ヴィーﾁﾞﾙ	 ウ ͡ヴァｽ	 ﾌスｨﾖー	 ﾌ ͡パりャーﾄキｪ

B: Да, спаси́бо, потихо́ньку.
	 ダー	 ｽパスｨーバ	 パチｨほーﾆクｩ

A:	お久しぶりです。調子はどうですか（お変わりありませんか）。
B:	ええ，ありがとうございます。ぼちぼちやっています。

お久しぶりです。
Как давно́ я вас не ви́дел(а) !

◆ Извини́те, что～をお許しください。извини́ть［完］（罪・咎を）許す。 до́лго長い間。
не ́было весте́й連絡がなかった（こと）。звони́ть［不完］電話をかける。
писа́ть［不完］（手紙を）書く。

A: Извини́те, что от меня́ до́лго не́ было весте́й.
	 イｽﾞヴィニーチェ	 ｼトー	 アﾄ ͡ミニャー	 ドーﾙガ	 ニェー	 ブｩｨラ	 ヴｨｽチｪーｨ

B: И вы меня́ извини́те. Я то́же до́лго не звони́л и не писа́л вам.
	 イ	 ヴｩｨ	 ミニャー	 イｽﾞヴィニーチェ	 ヤー	 トージｩｪ	 ドーﾙガ	 ニｨ	 ｽﾞヴｧニール	 イ	 ニｨ	 ピｨサール	 ヴァム

A:	ご無沙汰しています。
B:	こちらこそ，ご無沙汰しています。私も長いことお電話もせず，手紙も書かず
でした。

ご無沙汰しています。
Извини́те, что от меня́ до́лго не́ было весте́й.

1-08　久しぶりの再会

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ
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会話の Aさんは Bのあやこと Cのナターシャを引き合わせており，вас（あなたがたを）は
あやことナターシャを指す。　
◆ Дава́йте（動詞未来形の一人称単数 яの形を伴って）～してあげましょう，～させてください。

A: Дава́йте я вас познако́млю.  Э́то Ната́ша.
	 ダヴァーｨチｪ	 ヤー	 ヴァｽ	 パｽﾞナコーﾑリﾕ	 エーﾀ	 ナターシｧ	

B: Аяко.  О́чень прия́тно.
	 アヤコ	 	オーチﾆ	 ﾌﾟりヤーﾄナ

A:	紹介しよう。こちらはナターシャ。
B:	あやこよ。どうぞよろしく。

紹介しよう。こちらは～。
Дава́йте я вас познако́млю. Э́то~ .

◆ познако́мить［完］〔対〕を с＋〔造〕に紹介する。е́сли хоти́теもしお望みなら。
пожа́луйстаどうぞ，どうか（お願いします）。

A: Е́сли хоти́те, я познако́млю вас с Михаи́лом.
	 ィエーｽリｨ	 ハチーチｪ	 ヤー	 パｽﾞナコーﾑリﾕ	 ヴァｽ	 ｽ	 ミハイーラﾑ

B: Да, пожа́луйста.
	 ダー	 パジｧールスタ

A:	よかったら，あなたをミハイルに紹介します。
B:	ええ，お願いします。

よかったら，あなたを～に紹介します。
Е́сли хоти́те, я познако́млю вас с~ .

直 訳  「ご紹介させていただきたいと思います」　◆ предста́вить［完］〔与〕に〔対〕を紹介する。
госпожа́（女性の姓・肩書に付けて）～さん，氏（≒ Miss，Mrs.）。

A: Я бы хоте́л предста́вить вам госпожу́ Ногути.
	 ヤー	 ブｩｨ	 ハチェーﾙ	 ﾌﾟりツターヴｨﾁ	 ヴァーﾑ	 ガｽパジｩー	 ノグチ

B: Меня́ зову́т Хироми Ногути.  О́чень прия́тно.
	 ミニャー	 ザヴーﾄ	 ヒロミ	 ノグチ	 	オーチﾆ	 ﾌﾟりヤーﾄナ

A:	ご紹介します，こちらは野口さんです。
B:	私は野口広美と申します。どうぞよろしく。

ご紹介します，こちらは～さんです。
Я бы хоте́л(а) предста́вить вам~ .

1-09　人を紹介する

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-306-0
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◆ какいかが，どうですか。учёба 学習，勉学 ← учи́ться［不完］学ぶ。
надое́сть［完］飽き飽きさせる。А（ところが）в шко́ле интере́сно（学校〔で〕はおもしろい）,
у меня（́私には）там（そこに）есть друзья（́友達がいる）.

A: Как учёба?
	 カーｸ	 ウちョーバ

B: Учёба уже́ надое́ла. А в шко́ле интере́сно, у меня́ там есть друзья́.
	 ウちョーバ	 ウジｪー	 ナダｨエーラ	 ア	 ﾌ ͡ｼコーリｪ	 インチｨりｪーｽナ	 ウ ͡ミニャー	 タﾑ	 ｨエーｽﾁ	 ﾄﾞるｩズｨヤー

A:	勉強の調子はどう？
B:	勉強にはもう飽きたよ。でも，学校は楽しいよ，友達がいるからね。

勉強の調子はどう？
Как учёба?

◆ какいかが。идёт← идти［́不完］進行中である，行われている。рабо́та仕事，労働 ←
рабо́тать［不完］働く。тру́дность困難。стара́ться［不完］～しようと努める。
их＝ тру́дностиbの人称代名詞〔対〕。преодолева́ть［不完］乗り越える。

A: Как идёт ва́ша рабо́та?
	 カーｸ	 イヂョーﾄ	 ヴァーシｧ	 らボータ

B: Сейча́с у всех тру́дности, но я стара́юсь их преодолева́ть.
	 スイちｬーｽ	 ウ ͡ﾌスｨｪふ	 ﾄるｩーﾄﾞナｽチｨ	 ノｫ	 ヤー	 ｽタらーユｽｨ	 イふ	 ﾌﾟりアダリｨヴｧーﾁ

A:	お仕事のほうはいかがですか。
B:	今はみな問題を抱えていますが，乗り切ろうと努めています。

お仕事のほうはいかがですか。
Как идёт ва́ша рабо́та?

◆ какいかが。（ва́ши）дела ́ b（貴方の）用事，諸用。норма́льно順調，正常だ。неда́вно
ついこの間。нездоро́виться［不完］〔与〕は具合が悪い。лу́чше［無人述］（病人の状態が）
より良い状態だ。 gКак у вас дела́?とも言う。

A: Как ва́ши дела́?
	 カーｸ	 ヴァーシｩｨ	 ヂｨラー

B: Норма́льно. Неда́вно мне нездоро́вилось, но сейча́с уже́ лу́чше.
	 ナるマーリナ	 ニダーヴナ	 ムニェー	 ニｨズダろーヴｨラｽｨ	 ノｫ	 スイちｬーｽ	 ウジｪー	 ルーちシｪ

A:	お元気ですか。
B:	まあまあです。少し前まで体調を崩していたのですが，今は大分良くなりました。

お元気ですか。
Как ва́ши дела́?

1-10　安否・近況を尋ねる

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ
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◆ тебе〔́与〕君に。(от) меня〔́生〕私（から）。возьми́は взя́ть（［完］受け取る）の命令形。
Ничего ́себе́ ! これは驚いた，びっくりだ《慣用》。

A: Возьми́.  Э́то тебе́ от меня́.
	 ヴｧズｨミー	 エーﾀ	 チｨビｴー	 アﾄ ͡ミｨニャー

B: Мне? Ничего́ себе́ !  Спаси́бо!
	 ﾑニェー	 ニちｨヴｫー	 スｨビｪー	 ｽパスｨーバ

A:	受け取って。これ，私から。
B:	僕に？　びっくりだよ！　ありがとう！

これ，私から。
Э́то тебе́ от меня́.

◆ пода́рок贈り物。от чи́стого се́рдца心から。Спаси́бо!ありがとう（ございます）。
прия́тно［無人述］愉快だ，うれしい。 g Э́то пода́рок от всей души́.とも言う。

A: Э́то пода́рок от чи́стого се́рдца.
	 エーﾀ	 パダーらｸ	 アﾄ ͡ちーｽタヴｧ	 ｽｨエーるツｧ

B: Спаси́бо!  Мне о́чень прия́тно.
	 ｽパスｨーバ	 ﾑニェー	 オーチﾆ	 ﾌﾟりヤーﾄナ

A:	これは心からのものです。
B:	ありがとうございます。すごくうれしいです。

これは心からのものです。
Э́то пода́рок от чи́стого се́рдца.

◆ преподнести́［完］進呈する，手渡す。тро́нута感激した← тро́нуть（［完］感激させる）。
gЯ бы хоте́л(а) преподнести́ вам пода́рок.　類義表現だが，быが入ると謙遜のニュア
ンスがこもる。

A: Я хочу́ преподнести́ вам пода́рок из Япо́нии.
	 ヤー	 ハちュー	 ﾌﾟりﾌﾟドニｨｽチー	 ヴァーﾑ	 パダーらｸ	 イｽﾞ ͡イポーニイ

B: Большо́е спаси́бо!  Я о́чень тро́нута.
	 バリシｩｵーｴ	 ｽパスｨーバ	 ヤー	 オーチﾆ	 ﾄろーヌｩタ

A:	日本からの贈り物を進呈したいと思います。
B:	本当にありがとうございます。感激です。

贈り物を進呈したいと思います。
Я хочу́ преподнести́ вам пода́рок.

1-11　贈り物を渡す

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ
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◆ мо́жно［無人述］～していい（許可），～することができる（可能）。откры́ть［完］開ける。
коне́чноもちろん。хорошо［́無人述］満足だ，うれしい，良い。е́слиもし。
понра́виться［完］〔与〕の気に入る。

A: Мо́жно откры́ть?
	 モーｼﾞナ	 アﾄｸるｩｨーﾁ

B: Коне́чно!  Хорошо́, е́сли тебе́ понра́вится.
	 カニｪーｼナ	 ハらシｩオー	 ｨエーｽリｨ	 チｨビｪー	 パヌらーヴｨッツｧ

A:	開けてもいい？
B:	もちろん。気に入ってくれるとうれしいけど。

開けてもいい？
Мо́жно откры́ть?

◆ давно́以前から，長いあいだ。хоте́л(а)← хоте́ть（［不完］欲する）の過去形。э́ту вещь
このものを，これを。Зна́чит（と言うことは）, я сде́лал（私は成した）пра́вильный вы́бор（正
しい選択を）.

A: Я давно́ хоте́ла э́ту вещь.  Спаси́бо!
	 ヤー	 ダｩﾞノー	 ハチェーﾙ	 エートゥ	 ｳﾞｨエーし	 スパスｨーバ

B: Зна́чит, я сде́лал пра́вильный вы́бор.
	 ｽﾞナーちｨﾄ	 ヤー	 ｽﾞヂｪーラﾙ	 ﾌﾟらーヴｨリヌｩｲ	 ヴｩｨバる

A:	これ，前から欲しかったものです。ありがとうございます。
B:	ああ，それを選んで良かったです。

前から欲しかったものです。
Я давно́ хоте́л(а) э́ту вещь.

◆ Я бу́ду＋〔不完了体動詞の不定形〕～するつもりです。бере́чь［不完］大切にする。
пода́рок贈り物，プレゼント。zрад ／xра́да ／［述］うれしく思う，喜ぶ。

A: Я бу́ду бере́чь ваш пода́рок.
	 ヤー	 ブｩードｩ	 ビりエーち	 ヴァーｼ	 パダーらｸ

B: Я бу́ду рад.
	 ヤー	 ブｩードｩ	 らーﾄ

A:	プレゼント，大切にします。
B:	（そうおっしゃっていただけると私は）うれしいです。

プレゼント，大切にします。
Я бу́ду бере́чь ваш пода́рок.

1-12　贈り物を受け取る

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ
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Большо́е（大きな）спаси́бо（ありがとう）!　спаси́боの後に за ＋〔対〕を導くと「～に対して」
の意となる。 ◆ по́мощь助力。пережива́ть［不完］気にする。совсе́мまったく。
нетру́дно［無人述］難しくない。

A: Большо́е спаси́бо за по́мощь!
	 バリシｩｵーｪ	 ｽパスｨーバ	 ザ ͡ポーマし

B: Не пережива́й.  Мне бы́ло совсе́м нетру́дно.
	 ニｨ		 ピｨりジｩｨヴァーｨ	 ムニェー	 ブｩｲラ	 サﾌスｨｪーﾑ	 ニｨﾄるｩーﾄﾞナ

A:	手伝ってくれて，どうもありがとう。
B:	気にしないで。僕は全然大変じゃなかったし。

どうもありがとう。
Большо́е спаси́бо!

◆ Как мне＋〔動詞不定形〕?  私はいかに～すべきでしょうか。благодари́ть［不完］礼を言う，
感謝する。 помогли́← помо́чь（［完］助ける）の過去形。 Всё в поря́дке.万事順調《慣用》。
Не сто́ит.礼にはおよびません《慣用》。

A: Вы так помогли́ мне!  Как мне вас благодари́ть?
	 ヴｩｨ	 ターｸ	 パマグリー	 ムニェー	 カーｸ	 ﾑニェー	 ヴァｽ	 ﾌﾞラｸﾞダりーﾁ

B: Всё в поря́дке.  Не сто́ит.
	 ﾌスｨﾖー	 ﾌ ͡パりャーﾄキｪ	 ニｨ	 	ｽトーイﾄ

A:	こんなにも助けていただいて。何とお礼を言ったらいいのか。
B:	何でもないことです。お礼にはおよびませんよ。

何とお礼を言ったらいいのか。
Как мне вас благодари́ть?

Благодарю（́感謝します）вас（あなたに）от всей души（́心より）!　◆ Вы（貴方は）так（こ
んなに）ве́жливо（丁寧に）мне（私に）всё объясни́ли（すべてを説明してくださいました）.

A: Вы так ве́жливо мне всё объясни́ли, благодарю́ вас 
	 ヴｩｨ	 ターｸ	 ヴｨェーｼﾞリヴｧ	 ムニｪー	 フスｨﾖー	 アﾌﾞ・イｽニーリｨ	 ﾌﾞラｸﾞダりュー	 ヴァｽ

от всей души́.
アﾄ ͡ﾌｽｨエｨ	 ドｩシｩｨー

B: Да что вы!  Не́ за что!
	 ダー	 ｼトー	 ヴｩｨ	 ニェー	 ザ ͡ｼトー

A:	ご親切にいろいろと教えていただき，心より感謝します。
B:	いいえ，どういたしまして。

心より感謝します。
Благодарю́ вас от всей души́!

1-13　お礼の言葉

日常ロシア語会話ネイティブ表現 ためし読み → Webページへ
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(я) поздравля́ю（私は）祝福します← поздравля́ть［不完］祝う。
◆ сего́дня今日。день рожде́ния誕生日。на́до［無人述］～する必要がある，せねばならない。
отме́тить［完］（記念して）祝う。 g誕生日おめでとう： Поздравля́ю тебя́ с днём рожде́ния!

A: А сего́дня мой день рожде́ния.
	 ア	 スｨヴォーﾄﾞニｬ	 モ - ｨ	 ヂｪ―ﾆ	 らｼﾞヂェーニｨﾔ

B: Да ты что!  Поздравля́ю!  Э́то на́до отме́тить.
	 ダー	 トｩｨ	 ｼトー	 パｽﾞﾄﾞらｳﾞリャーユ	 エーﾀ	 ナーﾀﾞ	 アﾄミェーチｨﾁ

A:	そういえば，今日は私の誕生日なの。
B:	そうなんだ！　おめでとう！　これはお祝いしなきゃ。

おめでとう。
Поздравля́ю!

◆ поздравля́ть［不完］с＋〔造〕のことで〔対〕を祝う。за цветы́ お花（に対して）。
g明けましておめでとうございます：Поздравля́ю вас с Но́вым го́дом!

A: Поздравля́ю вас с Восьмы́м ма́рта !
	 パｽﾞﾄﾞらｳﾞリｬーユ	 ヴァｽ	 ｽ ͡ヴァｽｨムｩｨﾑ	 マーるタ

B: Большо́е спаси́бо за цветы́.
	 バリシｩｵーｪ	 ｽパスｨーバ	 ザ ͡ツヴｨトｩｨ

A:	 3 月 8日おめでとうございます。
B:	お花，どうもありがとうございます。

3月 8日（国際女性デー）おめでとうございます。
Поздравля́ю вас с Восьмы́м ма́рта!

Прими́те（お受け取りください）мои ́поздравле́ния（私のお祝いを）!
◆ прими́те← приня́ть（［完］受け取る）の命令形。взаи́мно互いに。

A: Прими́те мои́ поздравле́ния!
	 ﾌﾟりミーチェ	 マイー	 パｽﾞﾄﾞらｳﾞリエーニｨｬ

B: Взаи́мно.  Большо́е спаси́бо.
	 ヴザイーﾑナ	 バリシｩｵーｪ	 ｽパスｨーバ

A:	おめでとうございます。
B:	こちらこそ。どうもありがとうございます。

おめでとうございます。
Прими́те мои́ поздравле́ния!
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